
どうして、

あれが検索でヒットしないの？－その２－

蔵書を閉架に入った本も含めしっかり手渡したい。利用者には上手に検索してもらいたい。

しかし、確実に求めるものに行きつけているのか不安になることはないでしょうか。

実践講座の第１回は、ＯＰＡＣ検索では対応しづらい例を取り上げました。

第２回は、図書館の蔵書検索で頻繁に用いる都立図書館統合検索、ＮＤＬサーチ、ＣｉＮ

ｉｉ Ｂｏｏｋｓ、カーリルの検索について考えてみます。

事例１～３については、都立図書館統合検索、ＮＤＬサーチ、ＣｉＮｉｉ Ｂｏｏｋｓ、

カーリル以外に、もちろんあなたが勤務する図書館、良く使う図書館のＯＰＡＣで検索して

みてから参加していただければと思います。

当日は、カーリル代表の吉本さんも参加されます。吉本さんの助言をいただいて、もっと

検索上手になりましょう。事前の質問、大歓迎です。

・日 時：３月８日(火) 午後８時～９時 Zoom での開催(19:30 受付開始)

・申込み：非会員の方も参加できます。参加ご希望の方は、下記の E-Mail ア

ドレスにアクセスし、「第２回多摩デポ実践講座参加希望」と明記し

て、お名前･(非会員の方は)所属･当日使用するメールアドレスをお知らせく

ださい。折り返し、参加のための URL をご案内します。

・〆 切：３月４日（金）

主催：特定非営利活動法人 共同保存図書館･多摩
●ＨＰ：https://www.tamadepo.org/ 〒182-0011 調布市深大寺北 1-31-18

●Ｅ-Mail：depo_tama@yahoo.co.jp （参加申込み、お問い合わせは、e-mail で❣）

【事例１】
『買物籠をさげて図書館へ』
萩原祥三著 創林社 1979
年刊

→実際には所蔵していても、
現物に記してあるこの書名を
そのまま使って書名検索する
と、ヒットしない館があります

【事例２】
「竹内悊(さとる)」氏の著作を
探してみよう。

→多摩デポブックレットも出し
てくださった竹内先生のお名
前は、ヨミが分からない方も
ありますね

【事例３】
『らき☆すた』 美水かがみ(よしみず

かがみ)著 角川スニーカー文庫

→‟☆”のような記号が書名に入っ
ているものの場合、出版社の広告
から書名をコピー＆ペーストして書
名検索してもヒットしない館があり
ます



多摩デポ実践講座へのお誘い

今年度、NPO 法人共同保存図書館・多摩の新規事業として、多摩地域の図書館職員に向けた

実践講座を開催することにしました。第２回目も実務に役立つことを願って企画しました。皆さんか

らも、意見や実際の事例をご紹介いただきながら、実りある内容にしていけたらと考えています。

今回も、カーリル主宰者の吉本龍司さんが登場されます。会員であるかないかに関らず、興味を

持たれたら身近な方も誘いながらご参加ください。

当日は夜 8 時からの開始になりますが、申し込まれた方は開始５分前ごろまでにはご案内する

URL にアクセスしてお待ちください。主催者側は７時３０分から待機して、ご自分で ZOOM の受信

状況や画像、音声などの設定テストができるように準備してまいります。

なお、NPO 法人共同保存図書館・多摩の活動にご賛同いただけましたら、是非ご入会ください。

定款 第３条 目的

この法人は、広く一般市民を

対象として、行政や企業等と

の協働のもとに、市町村立図

書館等が除籍する資料、個人

団体などが手放す資料等の収

集・整理事業、再活用事業、

貸出等による提供事業を行

い、広域的な共同保存図書館

活動を、普及展開すること

で、必要な情報を誰もが容易

に得ることができるような社

会づくりに寄与することを目

的とする。

【年会費（個人）】 ・正会員 5,000 円 ・賛助会員 1口 2,000 円

会員には「多摩デポ通信」「多摩デポブックレット」が無償配布され、メーリングリストへの加入ができます

❐共同保存図書館実現に向かっての日常活動❐

＜現状の分析と提案＞

・私達の「多摩発・共同保存図書館基本構想」の普及啓発

・東京都や市町村立図書館長協議会への意見具申

・都立や国会図書館の資料保存やデジタル化等の動きの分析

・共同保存図書館構想の研究・開発・実用化

＜講座・講演会＞

市民と職員が資料の利用と保存を考え、語り合う「多摩デポ講座」

＜図書館資料の里親探し＞

手放す資料と補充したい資料の譲渡の橋渡し

＜ＴＡＭＡＬＡＳ(多摩地域公共図書館蔵書確認システム） の開発・提供・運用援助＞

個別資料の所蔵確認から数十万冊の一括確認まで対応

＜多摩デポ通信・メーリングリスト＞

会員とサポーターの情報交換の場


